
 

 

      

ＮＰＯ法人安房文化遺産フォーラム 
代表 愛 沢 伸 雄  

〒294-0036 千葉県館山市館山 1016 さらしな館  TEL&FAX：0470-22-8271 

Ｅﾒｰﾙ awabunka@awa.or.jp 公式ｻｲﾄ http://bunka-isan.awa.jp  

会員・寄付募集中！ ⇒  郵便口座 ００２６０-１-９７３０７ 名義：ＮＰＯ法人安房文化遺産フォーラム 
年会費＝Ａ会員 2,000 円（総会議決権あり） ／ Ｂ会員：個人 1,000 円（ニュースのみ送付）・法人 10,000 円 

   ２０１８．７．９ 

 

     

 

 

 

◎ ＮＰＯメンバー３名、ウガンダへ支援成果の視察訪問  8月 10日（金）～20日（月） 

       渡航費補助のカンパ、大歓迎！  

 安房の高校生によるウガンダ支援活動は、今年２４年目を迎えます。

今なお、子どもたちの生活や教育は充足しきれていませんが、ＣＵＦＩ

（ウガンダ意識向上協会）のスチュアート・センパラ氏を中心に、家族

のように支え合いながら、持続可能な地域社会を目ざした活動は、 

私たち日本人が学ぶべきコミュニティの姿といえます。昨年のクラウド

ファンディングを通じて集めた支援金 10,000 ドルで購入した車両は、

孤児の送迎や生活物資の運搬に活躍しているようです。 

ウガンダコーヒー豆のチャリティ販売で協力してくださったポラリス珈琲店主の鈴木正博氏の呼びかけにより、今夏、

河辺智美さん、愛沢香苗さんの３名がウガンダを訪問することになりました。安房南洋裁学校はじめ、これまでの支援

成果を視察するとともに、コーヒー豆のコミュニティトレードの可能性を模索することが大きな目的です。 赤道直下の

ウガンダコーヒー豆はとても美味しく、過日の安房西高校文化祭においても、ＪＲＣ（青少年赤十字）部による支援バザ

ーで販売し、たいへん好評でした。10月には賛同する数店舗で【ウガンダコーヒー月間】キャンペーンを開催予定。 

３名のウガンダ渡航費を補助するカンパをご支援いただければ幸いです。秋には報告会も計画します。 

◎ 第 14 回安房・平和のための美術展  

 8 月 18 日（土）～26 日（日） 枇杷倶楽部ギャラリー 

    14年目となるチャリティ美術展は、今年もその一部がウガンダ支援に寄贈 

されます。ウガンダの子どもたちの絵画作品とともに、スチュアート・センパラ 

氏の作品も出品されます。 

◎ ウガンダ写真展  9 月 16 日（日）～10 月 7 日（日） 館山病院ギャラリー  

◎ ウガンダ支援バザー 10 月 7 日（日） 館山病院感謝祭 

 

 青木繁「海の幸」記念館 （小谷家住宅） 友の会   NEWS   

                    青木繁《海の幸》誕生の家と記念碑を保存する会 

◎ 青木繁の絶筆『朝日』複製画 除幕式   

 7 月 13 日（金） 10：00～  入館無料 

   28 歳で早逝した青木繁の最期の作品『朝日』は、布良の夕陽を描いた

心象風景ともいわれています。 国内屈指の技術者である島田吉廣氏が、

作品の傷みを修復し原画に忠実な色彩を再現した複製画をお披露目しま

す。当日は青木繁の生誕記念日でもあり、入館無料とします。 

＊ アジサイまつり  7 月 13～16 日(金～月)       維持協力金（入館料）200 円・小中高 100 円 

＊ ３つの〝あ〟の寺子屋講座                   資料・お茶菓子代 300 円 （友の会会員は無料） 

第 5 回： 7 月 12 日（木）13:30~「複製画《朝日》の制作から青木繁作品を語る」島田吉廣氏 （印刷技術者） 

第 6 回： 9 月 27 日（木）13:30~「海辺の臨床美術を体験しよう」渡辺克雄氏 （精神科医） 

＊ 女子美術大学付属中学スケッチツアー展  
      7 月 28 日（土） ～ 9 月 2 日(日)      青木繁「海の幸」記念館、千里の風、安房自然村  

    女子美術大学付属中学２年生 141名が館山市布良をスケッチツアーで訪れ、青木繁「海の幸」記念館や布良崎

神社、漁港を水彩で写生しました。夏休みに、素晴らしい作品をお借りして展示します。 

青木繁 『朝日』 佐賀県立小城高校同窓会「黄城会」蔵 
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『新発見！千葉』 

洋泉社 1,404 円 

歩きたくなる、ふるさと 20の物語。 

「南総里見八犬伝」ゆかりの地を行

くというテーマ。島田さんは稲村城

跡を保存する会の元事務局長です。 

 

 

 

◆ ツアーガイド＆講演のスケジュール ◆    

＊ 10名以上の団体を対象に、スタディツアーガイドを有料で承っています。 

＊ 毎月第一日曜の午前は、個人や小グループを対象に、赤山地下壕ガイドサービスを実施しています。  

７月２０日（金） 9:30～ 港湾都市協議会 50名＝赤山・城山 

７月２７日（金）10:00～15:00 千倉生涯学習員講座 35名＝赤山・座学・渚の駅・かにた村 

７月２８日（土） 9:50～10:50 菅生学園初等学校４・５年 25名＝赤山 （雨天のみ） 

８月 １日（水）10:00～15:30 千葉市教員研修 30名＝座学・赤山・掩体壕・米占領軍上陸地 

８月 ５日（日） 9:30～12:00 赤山地下壕ガイドサービス 

８月２５日（土）10:30～15:00 大網白里市生涯学習課：親子教室 32名＝紙芝居・座学・赤山・掩体壕・上陸地 

９月 ２日（日） 9:30～12:00 赤山地下壕ガイドサービス 

９月２８日（金）          足立区退職教職員 

１０月 １～２日（月火）      東葛飾高校 25名＝座学・赤山・かにた村・青木繁記念館・大巌院 

１０月 ７日（日） 9:30～12:00 赤山地下壕ガイドサービス 

１０月１１日（木） 9:30～16:00渋谷幕張学園中学 40名＝座学・赤山・八犬伝・青木繁（戦跡＋文学芸術コース） 

１０月１１日（木）13:00～16:00わせがく高校 190名＝座学・赤山・上陸地 

１０月１３日（土）10:15～11：45旅屋 70名＝赤山 

 

 

  

 

◎ 第 22回戦争遺跡保存全国シンポジウム 愛知県豊川大会 

    8 月 18（土）～20 日（月） 全大会・分科会・見学会    … 詳細はＨＰまたは下記に問合せ 

・現地実行委員会：豊川海軍工廠跡地保存をすすめる会  0533-85-1199 

・戦争遺跡保存全国ネットワーク事務局（松代）         026-228-8415 

活躍するＮＰＯメンバー 

◇ かにた婦人の村 

8月 15日（水）16:00 慰霊祭 

8月 23日（木）17:30 夏祭り夜店（要予約） 

9月 14・15日（金土）8:30～14:00 エマオ作業所バザー 

おすすめの１冊！ 

ＮＰＯメンバー島田輝弥さんが

稲村城跡をガイドしています。 

 



 

 

◎ ＮＰＯ会員の西村榮雄さん（旧制安房中学卒業）が、祖父の従軍日記を読み解き、書籍を発行しました。  

 

『堀江芳介壬午軍乱日記』  

西村榮雄著 

みずのわ出版 4,320 円 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『黒い砂』 

ク・ソウン著 李恵子訳 

新幹社 2,160 円 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ＮＰＯメンバー金床憲さん 

おすすめの１冊 

済州島出身海女の四代に

わたる家族史。南房総の 

和田浦から三宅島…、日本

における交流ネットワーク。

戦中、戦後の厳しい時代、

大きな歴史的現実に揺り動

かされ、波乱万丈の生活の

なかで、たくましく、そして

希望を失わない心。 



 

 

 

「房州北条に於ける 東京高等師範学校遊泳部」 絵葉書提供：安房高校卒業生の宇山祐明さん 

東京高等師範学校の校長・嘉納治五郎は

1902（明治 35）年より、房州北条（現館山市）

で水泳実習を始め、1905（明治 38）年からは 

２週間の水泳実習を予科生（新入生）の必修と

した。翌年には一高（現東京大学）なども参加

して、第１回関東連合遊泳大会が、北条海岸

で開催され、館山が水泳指導のメッカとなる。 

嘉納の甥・柳悦多（館山在住の水産家）は

柔道や野球の指導にあたっていた。その縁も

あり、嘉納の門弟で柔道と水泳師範の本田存

は館山に居住し、旧制安房中学（現安房高

校）を水泳日本一になり「カッパ中学」と異名さ

れた。また高等師範から水府流太田派の古式

泳法を受け継ぎ、今なお安房高校では古式

泳法部が活躍している。 

 

「千葉県安房高等女学校水泳部 大正 11年 7月」 

全国的に女子の水泳がまだ一般ではな

かった 1922（大正 11）年 7 月、安房高等女

学校では全校水泳が始まった。 

水着は、栃木県足利より白地に黒の格子

の布地を共同購入し、襦袢のきいた型を生

徒自らが裁縫して制作した。当時の長須賀

校舎から新井海岸までぞろぞろ長い列が続

き、夏の風物詩となったという。関東大震災

で長須賀校舎が倒壊する前年のことである。 

 

 安房高等女学校木造校舎を愛する会  

  7 月 15 日（日） 8:00～9:30 

旧安房南高校で、草刈りや 

木造校舎・旧講堂の掃除をします。 

         ぜひご一緒に！ 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【木内塾】 

「宇宙から見た地球 ～エネルギーと産業の未来を考えよう～」 

宇宙から地球をみる視点をもつことで、自然の本質を理解し、新しいエネルギーの可能性や産業の未来が見え

てきます。30年にわたり、エネルギーとゴミ問題に取り組んで木内氏が開発した「太陽光炭素化炉」の国際特許

は、実用化に向けて進みはじめています。国内でも、電波基地局の自走化と温室ガスの無排出化を目的にした  

研究が注目されています。 
 

講師：木内鶴彦氏（彗星捜索家） 

7月 29日（日）13:00～16:00 早稲田奉仕園 you-iホール（新宿区西早稲田 2-3-1） 

前売り 3,000円／当日券 4,000円（高校生以上） 

申込：QRコードから、または NPO事務局へ問合せ下さい。 

【木内鶴彦氏プロフィール】 

航空自衛隊のディスパッチャー時代、生死をさまよう体験を経て退官。長野県佐久市で彗星捜索 

をし、発見した業績を国際天文額連合に認められ、３つの彗星・惑星に「KIUCHI」と命名されている。 

環境問題や天文について全国で講演会・観望会をおこなう。惑星探査、環境保護活動、太陽光炭素 

化炉システム、太古の水の開発などが評価され、東久邇宮文化褒章受章。 

【一般財団法人あわ】 

協働プロジェクトのリーダーです。 

 


